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　　＜特集「京都府立医科大学の看護教育開始から���年を経て～そのはじまりをみつめる～」＞

京都府立医科大学における産婆教育の黎明期
明治時代の京都における産婆教育の変遷を踏まえて

松岡　知子，岩脇　陽子
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京都府立医科大学医学部看護学科看護学講座
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抄　　録

　京都府は東京遷都に伴う京都復興策の�つとして医療の近代化を進めた．産婆教育もその追い風を受
け，我が国では最も早い����年（明治�年）の医制発布翌年に京都産婆会における産婆教育が開始さ
れた．それ以前の����年（明治�年）に本学の前身である京都療病院で京都における始めての解剖が
行われたが産婆にも見学が許可されたとあり，本学では産婆教育の開始前からその土壌が備わっていた
と思われる．また，京都産婆会に対しては，施設見学の受け入れや，一時期衰退しかけた時期には，本
学の門下生医師が協力をしていた．
　全国的な産婆規則が制定されたのは����年（明治��年）であるが，京都府では全国よりも��年早
い����年（明治��年）に産婆試験を開始した．本学における産婆教育の開始は，その翌年の����年
（明治��年）である．この年は医学校経費の地方税による支弁が禁じられた年であり，このような時期
に産婆の養成を始めたのは，卓見であったと言わなければならないであろう．

キーワード：京都府立医科大学，明治時代，産婆教育．
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 は じ め に

　����年（明治�年）文部省より医制��条が
東京，京都，大阪の�府に発布され，その中に
産婆についての資格，職分が第��条から第��
条に規定された．新たに免状を申請する者に対
しては，「��歳以上で，婦人小児の解剖生理の
大意に通じ，産科医より出す実験証書（産科医
の前で平産��人，難産�人を取扱いたるもの）
を所持する者を検し免状を与える」とした．免
状がなければ助産婦業務が禁じられ，医師と産
婆（助産師）の業務がはっきりと区別された１）．
　京都では，医制発布翌年の����年（明治�年）
に京都産婆会（後の平安産婆学校）において産
婆教育が始まった．これは，����年（明治�年）
東京府病院産婆教授所・大阪医学校での産婆教
育の開始よりも�年早く，我が国の産婆（助産
師）教育の嚆矢である２）．
　その後，京都では，����年（明治��年）に
京都府医学校附属産婆教習所，����年（明治��
年）に同志社病院内京都看病婦学校附属産婆課
程（後の京都看病婦学校京都産婆学校），����年
（明治��年）に京都帝国大学医科大学附属医院
産婆講習科，����年（明治��年）に私立桃山
産婆学校が開校され３），明治時代に京都には産
婆学校は�校あった．
　明治時代において京都では産婆の教育が盛ん
に行われていた．その中でも本学での産婆養成
の開始は�番目に早く，後の大学附属産婆教習
所の中では最も早い開校である４）．

 本学の助産師教育の変遷

　京都府立医科大学での産婆養成は����年（明
治��年）に京都府医学校附属産婆教習所が設置
された時に始まる．その後，����年（明治��
年）に京都府医学校附属産婆看護婦教習所，
����年（明治��年）に京都府立医学専門学校
附属産婆看護婦教習所，����年（大正��年）
京都府立医科大学附属産婆看護婦教習所，����
年（昭和��年）に京都府立医科大学附属産婆看
護婦教習所・厚生女学部助産婦科，����年（昭
和��年）に京都府立医科大学附属厚生女学部助
産婦科と発展した５）．
　����年（昭和��年）に保健婦助産婦看護婦
法が公布され，この法律によって，保健婦・助
産婦・看護婦のいずれについても国家試験及び
国家登録の制度が採用された．また看護婦にな
るためには高等学校終了後�年間の教育を受け
なければならないこと，そして保健婦・助産婦
になるためにはさらにその後半年以上の教育期
間を必要とすることが定められた．この改正を
受け，本学は，看護学院として文部省の認可を
受け，厚生女学部は����年（昭和��年）�月
をもって，生徒の募集を停止し，助産婦科は
����年（昭和��年）�月に廃止となった．こ
れを惜しむ当時の厚生女学部助産婦科長で産婦
人科学教室教授山田一夫は再三京都府に対して
存続を陳情したが，容れられなかった．その理
由の一つには新制度の産婆（助産師）を養成す
るには分娩数が少なかったこともあるが，京都
府の財政事情もあり，また助産婦は大学の産婦
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人科が養成するという考えを学校や附属病院が
養成するという考えに切り替えることが容易で
なかったこと，養成の中心となっていた産婦人
科教授の停年退職が迫りその後の産婆（助産師）
養成の方針が必ずしも明確でなかったことな
ど，様々の悪条件が重なっていた６）．
　その後，助産師不足と高齢化が全国的にも京
都府立医科大学附属病院においても深刻な問題
になり，内外からの助産師教育再開への要請が
あった７）．����年（昭和��年）に京都府立医科
大学は附属病院と基礎・臨床医学舎を全面的に
整備する大学整備構想が決定され，周産期診療
部門が開設されることとなった．それに伴い新
しい高度な教育を受けた助産師養成が急務とな
り，教育整備の一環として����年（昭和��年）
に京都府立医科大学附属看護専門学校助産学科
での助産婦教育が��年の空白を経て再開し
た８）．その後，����年（平成�年）に京都府立
医科大学医療技術短期大学部専攻科助産学専
攻，����年（平成��年）からは京都府立医科
大学医学部看護学科へと発展した．
　����年（明治��年）に京都府医学校附属産
婆教習所が開設され，本学における助産師教育
が開始されてから，今年����年（平成��年）
は，���年目の年を迎えた．

 

　産婆という名称は，江戸時代後半より出現
し，職業として広まった．当時は，産婆の教育
や啓蒙のため本邦最初の産婆教本である平野重
誠（����年・天保�年）の「坐婆必研」等の文
献はあったが，系統的な産婆（助産師）教育は
医制発布まではされておらず，個人的な経験に
より行われていた．
　京都では����年（明治�年）に全国に先駆
けて欧化急進派で教育熱心な槇村正直知事が女
紅場を作り女子教育に力を注いだ９）．����年
（明治�年），今まで特権階級のものであった教
育を，広く全国民のものとするために「学制」
が敷かれた．これにより，身分に関係なく，女
子にも教育の道が開かれ，女子も文字が読める

医制発布までの京都における
助産師（産婆）教育

ようになり産婆（助産師）教育開始の下地が整
うようになった１０）．
　京都療病院において����年（明治�年）に
明治維新後の京都における始めての解剖が行わ
れたが産婆（助産師）にも見学が許可されたと
ある．本学では産婆教育の開始前からその土壌
が備わっていたと思われる１１）１２）．

 

　京都では，先に述べたとおり，医制発布翌年
の����年（明治�年）に京都産婆会において
産婆教育を開始していた１３）．本学での産婆教育
開始までの京都における産婆教育の変遷や本学
との関係を述べる．
���．京都産婆会の創始期　����年（明治�年）
～����年（明治��年）頃
　初代の京都府知事である長谷信篤は，東京遷
都に伴う京都復興策の�つとして医療の近代化
を進めた．その一環として，「産婆ノ職務ト国
家衛生上ニ重大ナル関係アル事ヲ知リ」，その
改善が急務であるとした．����年（明治�年）に
産科医小笠原孟政に「上京区産婆取締」を命じ，
����年（明治�年）には，京都府の医務係であっ
た明石博高や高名な産科医を集めて京都産婆会
を組織した．会の目的は，近代的な産婆の教育
であり，市内各小学校に於いて産婆講習会が毎
月�回行われた．この講習は，「之レ抑モ本校ノ
淵源ニシテ我ガ邦ニ於ケル産婆講習ノ嚆矢ナリ
トス」とされていた．講師は，当時の「産科ノ
芳名喧シカリシ」小笠原孟政，賀川景之助らで
あった．何れも伝統女科医である小笠原家，賀
川家の後継者であった（資料�）．
　小笠原孟政は����年（明治��年）「朱氏産
婆論可否の御下問ニ付上申」で，「婦人胎孕ヨリ
分娩ニ至テハ専ラ産醫産婆ノ任ニシテ其ノ生育
ノ安否ハ全ク治療手術ノ得失ニ係ル」と，妊婦
の健康管理に果たす産科医と産婆の役割の重要
性を述べている．しかし，当時の産科医や産婆
は古い医学の知識から脱却できていない為，新
しい教育が必要であると述べ，朱氏（シュルツ）
産婆論を講本としたい旨を上申している．ま

医制発布後，本学産婆教育開始までの
京都における産婆（助産師）教育
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た，「産婆会ノ講本ニ就キ府知事ノ下問ニ封シ
答弁書」では，器械や医薬が進歩しているにも
関わらず，産婆がその使用を恐れ，それを産婦
に伝えるので産婦もその使用を恐れることがあ
るとし，産婆教育の為の器械薬品を具備する近
代的な病院として本学の前身である療病院の見
学を依頼している．
　京都産婆会における産婆教育は，官主導で始
まり，優秀な医師の指導で組織化された．ま
た，西洋の近代的な医学書を教科書にしたり施
設見学の導入を試みるなど産婆教育の向上が図
られていた．本学は，施設見学の機会を提供し
ていた．
���．「京都産婆会」の衰退と「京都産婆講習会」と
しての再興期　����年（明治��年）～����
年（明治��年）頃
　「京都産婆会」は，����年（明治��年）より
衰退し始め，����年（明治��年）には閉会の
危機に瀕した．これに対し，当時の京都府衛生
課長清永公敬は「深ク之ヲ嘆キ」，「公共事業ニ
盡瘁スル人」である京都化芥所々長の廣野孫三

郎を発起人とし，河田蘭太郎，大島甲子郎等を
講師にし「京都産婆講習会」と改称して再興さ
せた．河田は，京都府医学校外人講師ショイベ
の門下生であり，当時，世界的にも産婆教育が
求められていることを知る熱意ある産科医師で
あり，後に「京都私立産婆看病婦養成所」の初
代校長に就任した．
　「京都産婆講習会規則」第二条では「産婆営業
ヲ為スモノハ本会ニ加入スルヲ要ス」と記され
ており，産婆教育は営業をしている産婆を対象
に行われ当時���名が受講した．講義は，月に
�回土曜日午後�～�時に，上京区役所又は下京
区十八区小学校において行われた．各小学校に
は�～�名の世話係が置かれ，庶務を担当した．
教育内容は，「學術ノ講義及實地ノ談話」であ
り，講義には朱（シュルツェ）氏産婆論が用い
られた．営業している産婆を対象としている
為，講義日が「戌ノ日」の場合は順延された．廣
野は，産婆教育に関する諸費用を負担するとと
もに，教科書として「分娩前後より懐妊中の養
生法」が記されている「産婆心得」���冊を寄
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付した．これは，受講生の産婆に一冊ずつ貸与
された．
　京都における産婆教育は，����年（明治��
年）には衰退の危機に瀕したが，官主導により，
有力な援助者を得て再興し，本学の門下生で
あった国際的な視野を持つ産婆教育に熱意のあ
る産科医師の指導により発展した．
���．産婆試験と「京都産婆養成所」としての発
展期　����年（明治��年）～����年（明治
��年）頃
　����年（明治��年），京都府令第��号によ
り産婆の営業は，内務省又は京都府の試験に合
格しなければできない事が定められた．これに
対し京都産婆講習会は，月に�回行っていた講
習会では産婆試験合格は困難である為，京都産
婆養成所と名称を変え，月に��回の講義を行う
事とした．当時の産婆達は��歳の生徒も含め
全てが「大ニ奮發シ十二回の講筵ニテ尚飽キ足
ラズ教師ノ私宅ヲ訪問シ質義スルモノモアリ」
とある様に熱心に学んだ．
　京都産婆養成所規定によると，その目的は，
産婆学及び実地，妊婦看護学を教授し産婆を養
成する事としている．受講資格は，��歳以上の
「体格強壮品行端正ナル」就学中に家事をしなく
てもよい女性であった．入所試験も実施され
た．生徒は内務省免許受験資格を取得する正則
生と京都府の免許受験資格を取得する変則生の
�種類あった．修業期間は�年で，�学期制で
あった．教育内容は�学期は，解剖学・生理学
のうち産婆に必要な内容，�学期は妊産婦の診
断法，産婆に必要な実地取扱い法，手術式の演
習，看病学の大意であった．講義は��～��時に
行われた．全学科修了後，筆記と口述による試
問が行われ，合格者には内務省もしくは京都府
の試験の受験資格が与えられた．����年（明治
��年）�月の京都産婆養成所出身産婆試験登第
者は��名であった．
　����年（明治��年），京都産婆研究会が設立
した．この会の目的は「同志ノ産婆相團結シテ
学術ヲ研究シ且ツ営業上ノ便益ヲ謀りリ加フル
ニ�來ノ弊害ヲ矯正スルニアリ」である．会員
は，京都産婆養成所卒業生と賛成者であり，例

会は毎月�回（�日，��日）開催された．����
年（明治��年）には，子宮癌で死亡した患者の
死体解剖の見学を教育に取り入れているが，こ
れは京都産婆養成所生徒のみならず京都産婆研
究会会員も対象としていた．京都産婆研究会に
よる卒後教育は，京都産婆養成所による基礎教
育と提携し，教育レベルの維持・向上が図られ
た．
　開校以来，京都産婆会の産婆教育は官主導で
あり，熱心な医師によって教育レベルが維持・
向上されていたが，産婆自身は受け身的であり
����年（明治��年）には衰退の危機に至った．
京都では，����年（明治��年）に資格試験を
開始した．産婆はこれに応えるべく熱意を示し
た．又，教育内容も質・量共に充実し，多くの
合格者を輩出した．さらに卒後教育も組織化
し，解剖見学を取り入れるなど，教育の充実を
図った．
　����年（明治��年）頃までは京都産婆養成
所に対する京都府の支援は大きかったが，徐々
に少なくなり，独立採算の産婆養成所となり
����年（明治��年）には，組織を改めて私立
平安産婆学校と改称した．

 

　本校で産婆（助産師）養成が行われるように
なったのは京都府で産婆試験が開始された翌年
の����年（明治��年）である．この年は医学
校経費の地方税による支弁が禁じられた年であ
り，このような時期に療病院・医学校が産婆の
養成を始めたのは，卓見であったと言わなけれ
ばならないであろう１４）．
　京都府医学校長兼療病院長猪子止文之助は産
婆教習所設置のために努力し，����年（明治��
年）�月��日付で文部大臣榎本武揚は京都府知
事北垣国道に対して，産婆教習所設置認可を与
えた．これを受けて京都府は教習所設置を告示
し，また教習所規則を定め，�月��日開所の運
びとなった（資料�）．
　教習所に入所できる者は，高等小学校卒業ま
たはこれと同等の学力を有する満��歳以上の

京都府立医科大学における
産婆（助産師）教育のはじまり

明治期の京都・本学における産婆教育 ��



健康で品行端正な女子となっている．教習料は
�か月��銭，教習年限は�年で，これを�期に
分け，�週およそ��時間の教育を行った．講義

と実習が行われ，講義は第�期には予備論（人
体の構造）と順産論（正規妊娠，正規分娩，正
規産褥）から成り，第�期には異常産論（分娩
異常，妊娠異常，産褥異常）と産婆職務から成っ
ていた．講義は主として医学校の産婦人科教諭
が受け持ち，開設当初の担当者は足立健三郎，
田村克巳，星野元彦，栗生光謙であった．実習
については，第�期では産婦��人以上，第�期
では��人以上を経験することと定められてい
た１５）．本学の産婆（助産師）教育は，明治��年
に出された産婆規則による産婆試験科目と比較
してもこれを上回る内容の教育を行っていたと
思われる．本学では開校時より先駆的な産婆教
育の方針をとっていたと考えられる１６）．
　第�期卒業生は，江戸末期の天保三年生まれ
で当時��歳の女性を最年長とし�明治元年生ま
れで��歳の女性を最年少とする��人であった
が，この第�期卒業生は産婆教習所の創設と同
時に卒業している１７）．これはおそらくその以前
から療病院の中で実質的に教育が行われてお
り，それが産婆教習所という外形を整えたので
あろう１８）．京都産婆会での産婆教育同様すでに
産婆業務を経験していたものも含まれていたと
思われる（資料�）．
　入学の頻度は，����年（明治��年）までは
年�回の入学であったが，その翌年からは春秋
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資料�　　産婆教習所第１回卒業生名簿

資料�　　産婆教習所設置認可



�回の入学となり，この制度は��年後に本校で
の助産師教育が中断されるまで続くことになる．
　����年（明治��年）産婆教習所規則の一部
が改正され，学科課程は前学期に解剖学及び生
理学の大意と産婆学（妊娠分娩，産褥平常経過，
その取扱法），後学期に産婆学（妊娠分娩産褥異
常経過及びその際産婆のなすべき務），産婆模
型演習（妊産婦の診断法及び産婆に必要なる手
術），産婆術実習（療病院外来及び入院患者につ
いて実習）となり１９）�教育はさらに充実したもの
となった．

 終 わ り に

　����年（明治�年）の医制で産婆の資格につ

いて規定されてはいたが，実際は空文で各地方
の取締規則にゆだねられていた．全国的な産婆
規則が制定されたのは����年（明治��年）で
あった．京都では，����年（明治�年）に京都
産婆会における産婆教育が開始され，全国より
も��年早い����年（明治��年）に産婆試験
を行っている．明治期の京都における産婆（助
産師）教育は，京都府が東京遷都に伴う京都復
興策の�つとして医療の近代化を進めたという
追い風を受け，先駆的であった．
　����年（明治��年）に開始された本学の産
婆（助産師）教育は，その後に出される産婆規
則で規定される教育内容以上であり，充実した
教育内容であった．
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松岡　知子　����������	
���
　所属・職：

　略　　歴：����年�月　京都府立医科大学附属看護専門学校卒業�

　　　　　　����年�月　三重県立公衆衛生学院助産学科卒業

　　　　　　����年�月　国立公衆衛生院専攻課程看護コース修了（�年）������

　　　　　　����年�月　佛教大学社会学部社会福祉学科（通信教育部）卒業

　　　　　　����年�月　立命館大学大学院社会学研究科応用社会学専攻

　　　　　　　　　　　　　博士前期課程（社会人）修了　修士（社会学）

　　　　　　����年�月　京都府立医科大学附属病院看護部周産期診療部看護婦

　　　　　　����年�月　京都府立医科大学附属看護専門学校専任教員

　　　　　　����年�月　京都府立医科大学医療技術短期大学部講師

　　　　　　����年�月　京都府立医科大学医学部看護学科専任講師

専門分野：助産学，母性看護学

主な業績：���．松岡知子．骨盤位矯正法（自己回転促進法）の保健指導のコツ．看護のコツと落とし穴．東京：中

山出版，���������

���．松岡知子．妊婦・褥婦のケアプラン．周産期エキスパートナーシング．東京：南光堂，����������

����

���．松岡知子，櫻谷眞理子．保育所における一時保育を利用した母親の意識調査．立命館人間科学研究

　����������	
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���．松岡知子，宮中文子，五十嵐稔子．助産師教育における分娩介助実習の検討―短期大学専攻課程の

�年間の検討から―．京都府立医科大学看護学科紀要　����������	
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�
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て―．第��回日本看護科学学会学術集会．東京：�����
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